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学 会 記 事

第56回新潟消化器病研究会

日　時　　平成4年ア月11円（土）

午後1時より

会　場　　ホテル新潟

1．　一　般　演　題

1）食道粘膜内癌の深遠度診断
1…潤rm癖の深遠度分類について－

空論空姦欄辺英伸（新敵糊一病理）
今回われわれは，食道粘膜内癌を深遠度と浸潤様式の

特徴から4塾に分租し　生物学的悪性度（脈管侵襲率）

を検討した，

1989年から’酎年までに外科的切除された食道癌のう

ち粘膜内臓94例（ep病86例，mm癖用例）敵中sm痛

4例を検討対象とし，以下の4型に分輝した．膨脹性で

連続的に発育する粘膜内癌は粘膜解版に達しないものを

m一叩癌，達するものをm一mm癌とした，癌胞巣の

先進部が乱れ樹枝状に間薯へ発育する癌をm㌣prOutimg

癌，癌抱巣が非連続性浸潤性に発育する癌をm－dropt

癌とした．この結果脈管後激陽性は　r肝叩癌0′佃封軋

m瑚m癌0／4例，mdropt病癖例であった．微小sm

癌の脈管便襲陽性は膨脹性発育浸潤0台例，dropt発育

浸潤1／2例，SprO融illg発育浸潤1．／1例であったb

この結果，脈管侵饗は浸潤様式が　山一opt，SprOuting

タイプの癌に認められ，膨脹性発育浸潤を示す癌にはな

かった．これらのことから，食道粘膜内癌分額は深速度

分類に発育浸潤様式を加えることでより生物学的悪性度

を表すことができると考えられた．

2）食道癌放射線治療後の再発狭窄に対し，

Expandable Metallic Stentを挿入し
た1症例

吉田　英春・遠藤　雅格（県立加茂病院内科）

症例は63才男性．進行食道癌放射線治療後の再発狭窄

に対しGiam uruco型　墳径　C汀㍉　長径2．5cmで

2遵式のE叩andable Mだtallic Steml．緒MS）を挿入

した．X緩速鼠　内視鏡併用下で施行し，容易に安全に

施行できた．挿入後の醇痛や輿物感はなく，プロ夕日ゼ

等の食道挿管に比べ，挽作性，安全性に優れていると思

える．ロ側のステソトは一週後には被謹化され　2カ月

後の内視鏡所見でも内脛保持は良好であった．肛側のス

テントは肉芽鼠織の車に埠捜し，内腔は再開窓をきたし

た．これは頻回のパル…ソ拡張術により周囲組織が壊死

に陥るなどステント挿入部位の観梅の聞き等の違いによ

るものと思える．

本症例は食道気管癖を形成し経口摂取に対する評価は

できなかった．今後腫瘍，周囲組織の状態を考え，かミ…

ステソトや，ステソトの長さ，形状の改良が必要と思え

るがEMSは消化管狭窄に対しても十分臨床応用が可

能と考える．

3）当科における内視鏡的食道静脈癖硬化療法
施行例の予後に関する検討
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く新潟大学第三内科）

（木戸病院内科）

ユ9飢年から1991年までの11年間にE‡Sを施行した61

例を対象とし，予後について検討した．1981年より1987

年6月まではや　RC sigmの消失のみを，1987年7月か

ら1991年までは，Fl以下，かつRC s豆gnの消失を治

療目標としたが，後者の生存率は有意に良好であった。

治療時期別の予後の検討では，予防例は，緊急，待期例

に対して有意に良好であり，肝不全死が増加し　食道静

脈癒破裂による死亡は減少していた，また，肝細胞療合

併肝硬変では，有意に予防例の生存率が良好であった．EIS

は食道静脈癒出血による死亡を減少させ，生存率の向上

に有用な治療法である．

4）止血困難な出血性潰瘍に対するクリッピソ
ダ止血法の試み

何　　汝斬・小柳
畑　耕治郎e藻屑
月岡　　患・市井吉
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近年強力な制酸剤の登場及び内祝鏡下止血の普及によ

り，出血性潰瘍の手術例は著滅した．本邦では現在出血

性潰瘍に対し，内視鏡下馬注法とと…トプロ…プ法によ

る止血が主流になっている．▼エタノーVリレ局技法は簡便且

つ経済的というメリットを有するが，太い露出血管を伴

う例や，深掘れの潰瘍底に露出血管を認める例に止血効

果が悪く，又合併症として潰瘍の増大や穿孔も報告され
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ている,これらの症例は緊急手術や持株手術が多か-I,た.

今回この様なLl二血不良例iこりり･リビング止血法を行い,

良好な成績を得たので症例を提示し併せてlJr).ソビンケ

法の適応と間鴇点について述べる予定.

5)胃腺瞳の増殖動態について
-pCNA 染色を用いた検討一

望盈 慧嚢…漂遠 歪竃 漸 離 開 潮

目的 :I-)CNA染色を用いて,胃腺腫tr)拙胞増殖様式

し･し二肉眼型∴大きさ,異型度との相関を検討し,併せて胃

癌のそれとの比較l)行←-､た.

材料と方法:外科的切除の管状腺腫68個と.粘膜内高

分化腺癌26個を対象とした.各膝壕は,表層より50/Em

区間毎にPCNA陽性細胞率をダウフ化し,細胞増殖帯

を形成する zonallype上 形成しない difrus(,type

とに分概Lた.

結果 :(11低異型度腺腫.7,Orlal.:diffuseは20::2≦1個

であー･)た.肉眼型別では lla型 :18.:13.ub型 :

ト7.1la+ITc型:1.:'4.m｡型 :():.:5でありた.人き

さ別では 5mm1､人F:4;'17,5--lOrllm:lL15.1(卜20

mm :2::7.20mm 以上 :3./Oであった.(21高異型度

腺腫19個は全て dirftlSetyPeであー.)た.(3〕低異型度

痛は3.'15個であり1こ.高異型度癌と日間は diffusetyptt

であった.

結論 :低異型度腺腫では,隆起型は細胞増殖帯形成型

が多く∴平出陥凹型はびまん型が多か･ノ､た.商異型度腺

腫と腺癌は低異型度腺腫と比べびまん型が皐かつた.腺

腫と腺癌では興型度が増すとびまん性増殖型が増加する

快向にあった.

6)胃 glomus腫喝の 1例
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glomus腫壕は.glomus体に由来する腫壕で.通常,

る.今luT,胃集団検診にて発見された胃 glomus臆壕

のl例を報告する.

症例は.67才,男性.平成3年の胃乗用検診にて.粗

常を指摘され 来院.上部消化管内視線倹叡･こて,胃体

上部大喝をこ隆起捜病変がみられ その褒面をこ,濃癌がみ

られた書易出血性で,貧血もあり,鰐登のため,入院.

上部消化管内視鏡検査,及び胃レント十∫ン撮掛 こて.潰

藤をともなった胃粘膜下腰癌と診断したが,腎生検では

粘膜下組織 は採取されたかった.腹部 CT 検査では.

腫癌は,捕肝 -Lr:.き)/:Eか-1たが,血管遊離では 肺動脈よ

り分岐する後 胃動脈に新生血管(.T)増生上造酎剤し刊首相を

認めた.

胃粘膜 fr陣場〔･り診断iこて手術を施行LL 腫撹乱 胃

休中部大琴にあり.大きさは:10x40mm で,浸潤はな

施行した.病理では 増生.拡張した小血管し'1開聞i･こ,

腰癌細胞の均一な増盤がみられ,細胞異型はみられず,

(:i,loTl-1uS肺癌上診断さ/11た.

7)も､打た組織像を呈した TITTLl+ロー)型早
期胃癌L7)1例

華森 和明
松川 達郎
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斎藤 俊一 LH 外科)
樋L】｣日才 し同 病理~1

71歳女性.92年3札 食欲不振を主訴に近医受診.当

院に紹介入院と正一-､た.胃内視鏡検査にJLり胃体中部大

巧のl十tla十1日)型早期胃癌と診断され 胃全摘lL,ii術

が施行された.病変は65xJ1Ox2Om111人〔7)結節状隆起

を中心に.前後壁に fIこ1.1Ib病変が広が--､ていた.組

織学的iこは.主に印環細胞癌.未分化型腺癌か～.､-一存;),

隆起部分L')表層i･こ分化型腺癌を認める多彩な像を呈し.

これ吊こ明らかな境界は指摘できたか一･1た,隆起部分LJl

はば中央でわずかに粘膜.~F浸潤を.,hとめた,粘膜下浸潤

郡および ub部は印環細胞癌であった.上記よi‖胃癌

はすでに粘膜内で多分化能を有し･"7ること.が考えト凍 た.

8)虚血性尭腺炎発症を契機に発見 された

L30rrlllallTV 型胃癌iLl')l治験例

_射 卜 正明･TT.卜眉 棒
柳沢 善計 ･村111 久夫∈罵箆要語賢き

症例は∠14才.女~性.主訴は 卜tfIL 卜脂部痛腰痛.平成

4年1月半ばより腰痛が出現.2F39ト1,突然の下血.

下欄部痛が出現t.当科入院.大腸内視鏡より虚血性大腸

炎と診断された.下駄 下腹部痛は消失したが腰痛は持

続L 検査成績.....Lr)lt｢を呈した.胃内視鏡,骨髄所見.

骨シンチグラムより Borrmannil型胃癌,全身骨転移,

播種作,胃蘭 島症と診断され 九,rl､Ⅹ 15Onlg,5---,Ft78()()mg




